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し

し

戦前まで浅間神社にあった脇屋義助願文

(沼津市立第四小学校所蔵アルバムより 昭和10年頃の撮影か)

今度為鎌倉追討、当所丸児神社天暦任霊、行光造太刀一振寄進之、武運長久篠塚五郎承之、宮仕子神尾蔵人

於神前永代祈躊可有者也 建武二乙亥二月十五 日 脇谷治郎源義助 (花押)丸 児神社広前

ュ素
¨
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

①

燕継
¨

災
害
と
史
料
保
存

戦
前
の
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
に
刊
行

さ
れ
た

『静
岡
県
史
料
』
に
は
、
沼
津
所
在

の
史
料
と
し
て
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代
の
古

文
書
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
現
存
し
な
い
も
の

が
あ
る
。
火
災
等
に
よ
り
史
料
が
失
わ
れ
た

た
め
で
あ
る
。

特
に
沼
津
市
の
中
心
街
、
か
つ
て
沼
津
宿

と
呼
ば
れ
た
地
域
は
、
住
民
の
異
動
が
激
し

く
旧
家
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
こ
と
は
少

な
い
。
さ
ら
に
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
何

度
も
大
火
が
あ
り
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
年
の

戦
災
に
よ
り
多
く
の
家
が
焼
か
れ
、
そ
の
分

だ
け
の
歴
史
資
料
が
失
わ
れ
た
。

一
九
九
五
年
の
阪
神
大
震
災
で
は
、
多
く

の
文
化
財
が
被
害
を
受
け
た
が
、
倒
壊
し
た

り
焼
失
し
た
民
家
と
と
も
に
そ
こ
に
保
存
さ

れ
て
い
た
古
文
書
等
が
失
わ
れ
た
例
は
無
数

に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
博
物
館
は
、
災
害

に
強
い
建
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
普
段
で
も
緊
急
の
場
合
で
も
、

民
間
か
ら
の
史
料
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け

の
十
分
な
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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神
に
仕
え
た
サ
ム
ラ
イ
た
ち
補
遺

年

（
一
八
六
四
）
京
都
で
起
き
た

一
橋

家
用
人
平
岡
円
四
郎
暗
殺
事
件
に
際
し

て
は
、
死
客
を
追

っ
て
反
撃
を
加
え
、

一
人
を
倒
し
た
と
い
う
強
者
で
あ

っ
た

（こ
の
一
件
は
司
馬
遼
太
郎

『最
後
の

将
軍
』
に
も
登
場
）
。

勇
は
そ
の
長
男
で
あ
り
、
維
新
後
は

父
と
と
も
に
駿
府
に
移
住
し
た
。
静
岡

時
代
の
勇
は
Ｅ

・
Ｗ

・
ク
ラ
ー
ク
に
師

事
し
た
と
も
い
う
が
、
だ
と
す
る
と
静

岡
学
問
所
の
生
徒
で
あ

っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
後
に
ク
ラ
ー
ク
が

刊
行
し
た
著
書

『
日
本
滞
在
記
』
の
中

で
、
開
成
学
校
教
師
時
代
に
行

っ
た
明

治
七
年
の
関
西
旅
行
の
こ
と
を
記
し
た

部
分
に
は
、
同
行
し
た
勇
に
つ
い
て
「わ

た
し
が
こ
れ
ま
で
会

っ
た
最
も
聡
明
で

美
し
い
日
本
少
年
だ
っ
た
」
と
あ
る
も

の
の
、
静
岡
時
代
の
教
え
子
で
あ
る
と

は

一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。

岩
倉
使
節
団
と
い
っ
し
ょ
に
十
二
歳

で
ア
メ
リ
カ
ヘ
留
学
、
ミ
シ
ガ
ン
州
ア

ナ
ー
バ
ー
で
語
学
を
学
び
、
明
治
七
年

五
月
に
帰
国
し
た
。
明
治
五
年
四
月
二

十
五
日
付
の
勝
海
舟
日
記
に
は
、
在
米

の
木
村
熊
二
か
ら
川
村
勇
に
関
す
る
内

容
の
書
簡
が
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
静
岡
藩
の
人
脈

`ヽ

現
在
開
催
中
の
企
画
展

「神
に
仕
え

た
サ
ム
ラ
イ
た
ち
―
静
岡
移
住
旧
幕
臣

と
キ
リ
ス
ト
教
―
」
で
は
、
江
原
素
六

と
同
様
、
維
新
後
駿
河

・
遠
江
に
移
住

し
た
旧
幕
臣

（静
岡
藩
士
）
で
、
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
人
々
の
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
図
録
に
も

ま
と
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
企
画
展
開
催
。

図
録
刊
行
後
、
新
た
に
判
明
し
た
り
気

が
付
い
た
事
実
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
こ
と
と
す

，〈″・。

い
さ
み

川
村
勇
　
川
村
勇
に
つ
い
て
は
、
図
録

の
中
で
は
、
明
治
八
年

（
一
人
七
五
）

カ
ナ
ダ

・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師

カ
ク
ラ
ン
か
ら
東
京
で
受
洗
し
た
、
ア

メ
リ
カ
留
学
の
経
験
も
持
つ
開
成
学
校

在
学
中
の
秀
オ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
簡

単
に
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
彼
や
彼
の

父
親
の
素
性
が
詳
し
く
わ
か
っ
た
。

勇
の
父
川
村
正
平

（恵
十
郎
、　
一
八

二
五
～
九
七
）
は
、
武
蔵
国
と
甲
斐
国

の
国
境

（現
八
王
子
市
）
に
あ
る
小
仏

関
所
の
関
番
を
代
々
つ
と
め
て
き
た
旧

家
の
当
主
で
、
幕
末
に
は

一
橋
慶
喜
に

仕
官
、
将
軍
に
な
っ
た
慶
喜
に
従
い
そ

の
ま
ま
幕
臣
に
な
っ
た
と
い
う
経
歴
の

人
で
あ
る
。
剣
術
を
よ
く
し
、
元
治
元

`ヽ レ

川村正平 。勇父子

川 村   勇

(川村文吾氏提供 )

クラーク

(飯田歌子氏提供 )

駕籠に乗った川村勇か (ク ラーク著挿絵 )

で
動
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

開
成
学
校
で
は
工
学
を
学
ん
だ
が
、

若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
勇
は
多
く
の

学
友
・知
人
か
ら
惜
し
ま
れ
た
よ
う
で
、

谷
中
霊
園
に
立
つ
顕
彰
碑
は
追
悼
の
た

め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
葬
儀
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は
キ
リ
ス
ト
教
式
と
仏
教
式
と
で
別
に

営
ま
れ
、
墓
は
東
京
本
郷
の
寺
に
建
て

ら
れ
た
が
、
現
在
は
八
王
子
市
の
川
村

家
墓
所
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

父
の
正
平
は
上
京
後
は
大
蔵
省

・
内

務
省

。
宮
内
省
な
ど
に
つ
と
め
、
退
官

後
に
は
日
光
東
照
宮
弥
宜
と
な
っ
た
。

以
上
、
川
村
正
平
・
勇
に
つ
い
て
は
、

川
村
文
吾

「
川
村
恵
十
郎

（正
平
）
伝
」

『多
摩
文
化
』
２４
号

（
一
九
七
四
年
）
、

同

「小
仏
御
関
所
番
川
村
家
」
『月
報
五

街
道
』
５８
・
５９
号

（
一
九
八
八
年
）
、
同

「
旧
幕
臣
川
村
正
平

（恵
十
郎
）
の
生

涯
」
『大
日
光
』
６４
号

（
一
九
九
二
年
）
、

同

「天
然
理
心
流
の
剣
客
川
村
恵
十
郎

（正
平
）
」
『多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
８６
号

（
一
九
九
七
年
）
、
同

「幕
臣
川
村
恵
十

郎

（正
平
）
」
『霊
山
歴
史
館
紀
要
』
第

１０
号

（同
年
）
、
同

「甲
州
道
中
小
仏
御

し

関
所
番
川
村
家
」
『幕
末
史
研
究
』
３３
号

（同
年
）
な
ど
に
よ
っ
た
。

ク
ラ
ー
ク
が
政
府
の
招
聘
に
よ
り
静

岡
か
ら
開
成
学
校

へ
転
ず
る
に
際
し
て

は
、
静
岡
の
学
生
二
人
、
織
田
顕
二
郎
・

田
寺
鐘

一
が
同
行
し
開
成
学
校
生
徒
と

な

っ
た
と
い
う

（『平
岩
恒
保
伝
』
２１

頁
）
。
織
田
は
明
治
十
二
年
に
東
京
大
学

理
学
部
化
学
科
を
卒
業
、
日
本
最
初
の

化
学
の
学
会
で
あ
る
東
京
化
学
会
の
会

員
に
も
な
り
、
静
岡
中
学
校
教
諭
な
ど

を
つ
と
め
た
。
田
寺
は
川
村
勇
と
同
様
、

学
業
半
ば
に
し
て
病
没
し
た
。
そ
の
顕

彰
碑
は
谷
中
霊
園
の
川
村
の
碑
の
近
く

に
立
つ
。
織
田

・
田
寺
と
も
ク
ラ
ー
ク

の
愛
弟
子
で
は
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト

教
に
は
入
信
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
参

考
の
た
め
左
に
田
寺
の
碑
文
を
掲
げ
よ

Ｌ

目
以
大
器
会
父
病
帰
看
護
焉
未
幾
君

得
病
歿
実
明
治
九
年
四
月
旬
又
五
日

也
享
年
十
有
七
葬
谷
中
海
荘
院
同
学

五
十
余
人
捐
資
為
建
碑
千
天
王
寺
以

表
追
悼
之
意
云

明
治
九
年
八
月
　
広
群
鶴
錆

坂
湛
　
静
岡
学
問
所
で
ク
ラ
ー
ク
に
師

事
し
た
生
徒
の
一
人
に
、
工
部
大
学
校

機
械
科
に
進
学
、
後
に
海
軍
造
兵
廠
に

勤
務
し
、
さ
ら
に
川
崎
造
船
所
に
転
じ

て
取
締
役
と
な
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持

つ
、
工
学
博
士
の
坂
湛
が
い
る
。
彼
は

侍
医
坂
春
庵
の
三
男
で
あ
り
、
安
政
二

年

（
一
八
五
五
）
の
生
ま
れ
。
神
戸
に

在
住
し
て
い
た
際
は
、
ア
メ
リ
カ
南
メ

ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の
神
戸
中
央
教
会

員
で
あ
り
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八

九
）
の
関
西
学
院
創
立
に
あ
た
っ
て
は

初
代
院
長
ラ
ン
バ
ス
を
助
け
た
（『関
西

学
院
七
十
年
史
』
）
。

小
田
幸
次
郎
　
明
治
二
年
の
静
岡
藩
の

役
人
名
簿
に
沼
津
勤
番
組
十
二
番
頼
世

話
役
介
と
し
て
小
田
幸
次
郎
の
名
前
が

あ
る
。
同
名
異
人
で
は
な
い
と
す
る
と
、

彼
は
明
治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
に
東

京
で
カ
ク
ラ
ン
か
ら
受
洗
し
た
人
で
あ

る
。
幕
臣
平
岩
馨
明
の
弟
、
す
な
わ
ち

カ
ナ
ダ

・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
牧
師
平
岩

恒
保
の
叔
父
に
あ
た
る
。
妻
の
と
う
は
、

浜
松
移
住
旧
幕
臣
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
田
村

初
太
郎
の
従
姉
妹
で
あ
る
。
小
田
夫
人

の
母
、
田
村
初
太
郎
の
叔
母
ま
す
は
火

付
盗
賊
改
酒
井
大
助
に
嫁
ぎ
、
後
に
東

洋
英
和
女
学
校
裁
縫
教
師
兼
舎
監
と
な

っ
た
。
小
田
幸
次
郎
は
明
治
十
八
年
没

（『鳥
居
坂
教
会
百
年
史
』
）
。

永
井
繁
子
　
海
外
留
学
中
に
信
仰
を
獲

得
し
た
者
に
は
、
木
村
熊
二

・
大
儀
見

元

一
郎

。
田
村
初
太
郎
ら
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、
他
に
幕
臣
の
娘
で
あ
り
最
初
の

女
子
留
学
生
と
な
っ
た
永
井
繁
子

（結

婚
後
瓜
生
姓
、
一
八
六

一
～

一
九
二
八
）

も
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
津

田
梅
子
や
山
川

（大
山
）
捨
松
と
と
も

に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
繁
子
は
、
静

岡
藩
沼
津
病
院
二
等
医
師
永
井
玄
栄
の

養
女
で
あ
り
、
義
兄
に
は
沼
津
兵
学
校

第
七
期
資
業
生
永
井
久
太
郎
が
い
た
。

ワ

田寺鐘一君碑

(谷中霊園)

永 井 繁 子

(『津田英学塾四十年史』より)

田
寺
鐘

一
君
碑

権
大
史
巌
谷
修
題
額

開
成
学
校
同
志
撲
井
書

君
諄
鐘

一
日
寺
氏
以
安
政
六
年
四
月

生
於
開
成
所
官
舎
君
少
俊
敏
有
風
彩

善
澤
朋
友
而
慎
其
行
明
治
元
年
従
父

移
静
岡
修
漢
英
二
学
五
年
夏
再
東
上

家
横
港
入
開
成
学
校
益
自
刻
苦
攻
化

学
遂
進
至
予
科

一
級
名
啓
大
顕
校
中
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瀧̈
ぬ̈
ま
づ
近
代
史
点
描
①
ユ韮
¨

災
害
と
史
料
保
存

戦
前
の
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
に
刊
行

さ
れ
た

『静
岡
県
史
料
』
に
は
、
沼
津
所
在

の
史
料
と
し
て
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代
の
古

文
書
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
現
存
し
な
い
も
の

が
あ
る
。
火
災
等
に
よ
り
史
料
が
失
わ
れ
た

た
め
で
あ
る
。

特
に
沼
津
市
の
中
心
街
、
か
つ
て
沼
津
宿

と
呼
ば
れ
た
地
域
は
、
住
民
の
異
動
が
激
し

く
旧
家
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
こ
と
は
少

な
い
。
さ
ら
に
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
何

度
も
大
火
が
あ
り
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
年
の

戦
災
に
よ
り
多
く
の
家
が
焼
か
れ
、
そ
の
分

だ
け
の
歴
史
資
料
が
失
わ
れ
た
。

一
九
九
五
年
の
阪
神
大
震
災
で
は
、
多
く

の
文
化
財
が
被
害
を
受
け
た
が
、
倒
壊
し
た

り
焼
失
し
た
民
家
と
と
も
に
そ
こ
に
保
存
さ

れ
て
い
た
古
文
書
等
が
失
わ
れ
た
例
は
無
数

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
博
物
館
は
、
災
害

に
強
い
建
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
普
段
で
も
緊
急
の
場
合
で
も
、

民
間
か
ら
の
史
料
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け

の
十
分
な
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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留
学
直
前
ま
で
沼
津
で
暮
ら
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
実
父
の
益
田
鳳
は
外
国
方

な
ど
に
勤
務
し
た
幕
臣
で
、
後
に
カ
ナ

ダ

。
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
信
者
と
な
っ
て

い
る
（『日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
下
谷
教
会
六

拾
年
史
』
）
。
長
兄
は
幕
府
騎
兵
頭
か
ら

三
井
物
産
初
代
社
長
と
な
っ
た
益
田
孝

で
あ
る
。
次
兄
の
益
田
克
徳
夫
人
も
下

谷
教
会
に
属
し
た
信
者
。
繁
子
は
預
け

ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
で
キ
リ
ス
ト

教
に
接
し
入
信
し
た
ら
し
い
。　
ニ
ュ
■

ョ
ー
ク
州
の
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

・
カ
レ
ッ
ジ

で
音
楽
を
学
び
卒
業
、
明
治
十
四
年
に

帰
国
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
や
女
子
高

等
師
範
学
校
で
教
鞭
を
と
り
、
音
楽
教

育
に
貢
献
し
た
。
夫
の
瓜
生
外
吉
は
海

軍
大
将
。男
爵
に
な
っ
た
人
で
あ
る
が
、

若
き
日
の
明
治
初
年
、
カ
ロ
ゾ
ル
ス
（ア

メ
リ
カ
長
老
教
会
宣
教
師
）
か
ら
洗
礼

を
受
け
て
お
り
、
田
村
直
臣

・
原
胤
昭

ら
と
と
も
に

「築
地
バ
ン
ド
」
の
一
員

だ

っ
た

（『信
仰
三
十
年
基
督
者
列

伝
』
）
。
繁
子
が
日
本
で
は
ど
こ
の
教
会

に
属
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
敬
虔

な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
し
て
信
仰
は
守
り

続
け
た
ら
し
い
。

宇
田

一
美
　
ロ
シ
ア
正
教
は
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
、
元
沼
津
藩
士
が
導
き
伊

豆
に
入
っ
た
の
が
静
岡
県
の
最
初
で
あ

る
が
、
や
が
て
沼
津
に
も
信
者
が
生
ま

れ
教
会
が
設
立
さ
れ
た
。
図
録
で
は
、

沼
津
の
士
族
層
に
は
影
響
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
と
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が

駿
東
郡
東
椎
路
村
移
住
の
旧
幕
臣
で
教

員
に
な
っ
た
人
物
に
受
洗
者
が
い
た
こ

と
を
見
落
と
し
て
い
た
。
椎
路
合
や
富

士
岡

・
片
浜

・
鷹
根

・
八
木
沢
な
ど
の

小
学
校
で
教
鞭
を
と

っ
た
宇
田

一
美

（
一
八
五
二
～

一
九
〇
二
）
が
そ
れ
で

あ
る
。
彼
は
幕
臣
天
野

一
皿
（
（駒
吉
）

の
次
男
で
幕
末
に
は
撒
兵
だ
っ
た
。
明

治
十
二
年

（
一
八
八
〇
）
二
十
七
歳
の

時
、
洗
礼
を
受
け
、
イ
サ
イ
ア
と
い
う

聖
名
を
も
ら
い
沼
津
教
会
に
属
し
た
。

信
仰
を
全
う
し
た
か
ど
う
か
は
不
明

（三
島

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

「銘
度
利

加
」
、
『翔
雲
』
、
天
野
勝
美
氏
所
蔵
史
料

な
ど
よ
り
）
。

〓
ｔ

去
る
十
二
月
十

一
日
、　
一
八
七
六
年

に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
に
日
本
政
府
が

出
品
し
た
英
文
の
日
本
教
育
史
が
当
館

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
表
題
を

Ｏ
Ｃ
↓
Ｅ
Ｚ
「”
国
Ｈ∽
ハス
）”
Ｋ
Ｏ
「
『ヽ
嘔
一＞
Ｚ
取
）Ｕ

Ｕ
∪
Ｃ
Ｏ
＞
↓
ＨＯ
Ｚ

と
い
い
、
日
本
語
で
執

筆
さ
れ
た
原
稿
を
博
覧
会
用
に
英
語
に

翻
訳
し

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
刊
行
し
た
も

の
で
あ
り
、
英
訳
の
担
当
者
は
元
沼
津

兵
学
校
教
授
乙
骨
太
郎
乙
で
し
た
。
今

回
、
乙
骨
の
孫
に
あ
た
る
小
牧
市
在
住
・

正
木
み
ち
さ
ん
が
当
館
に
来
館
さ
れ
、

寄
贈
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
正
木

さ
ん
は
、
英
文
の
本
書
を
日
本
語
に
再

翻
訳
し
、
去
年

『概
要

「
日
本
の
教
育

の
歴
史
」
』
（近
代
文
芸
社
）
と
し
て
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。
博
覧
会
の
翌
年
、

し

一
八
七
七
年
、
文
部
省
は
同
書
の
原
稿

を

『日
本
教
育
史
略
』
と
し
て
刊
行
し

て
い
ま
す
が
、
正
木
さ
ん
の
翻
訳
書
（
つ

ま
り
英
文
刊
行
書
）
と
は
内
容
に
異
同

が
あ
り
、
外
国
向
け
に
何
を
省
略
し
、

何
を
付
け
加
え
た
の
か
な
ど
、
両
書
を

比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
当
館
で
は
本
書
を
大
切
に
保
存

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
月
２２
日

（日
）
ま
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
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